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血を bubblingすると凝血塊が生ずることからヒン
トを得，この酸化機構が気泡型肺とまったく同様で
ある点より，長時間体外循環を困難にする一因子と
なる血液の Sludging現象(赤血球の Intra vascular 
Aggregation)の解明に関し基礎的実験を行ないつ
ぎのような結論を得た。
1) siliconizeした試験管に Heparin加人血を
入れ O2を bubblingすると‘赤血球の集落化が起こ
り， CO2，N20負荷群にはこの傾向が弱い。
2) 生体と連絡することなく人工心肺(気泡型お
よび円板型〉を回転し， O2および CO2を負荷する
とO2負荷群に集落化がみられ，CO2負荷群にはほ
とんどみられない。 
3) 集落化血球を有する O2，処理血をー側腎動脈
へ注入すると，注入側腎還流量の減少および検鏡所
見で腎の梗塞巣を認めた。 
4) 犬を用いての生体濯流でも集落化が起こり，
同時に平均動脈圧上昇，腎還流量の減少，腎末梢血
管抵抗の増大を認めた。 
5) 脱 Fibrin血，洗糠血球，血清または血撲に
っき酸素負荷前後の交叉試験を行なうと， Fibrinの
有無にかかわらず凝集し，酸素泡沫刺激を受けた赤
血球とその共存液の 2'者が凝集に不可欠である。
6) 体外循環中にみられる赤血球集落化は非生理
的酸化法に由来する傷害赤血球の一種の謬着現象
で，血球遊出物と関係あると思える。 
7) 本現象の解消には Membraneoxygenator 
の完成が必要である。 
23. 胃直接加温法に関する研究
一特に胃下垂症に対する治疲効果について一
研究生5年川口幸夫
(海上自衛隊)
近年，胃冷凍法により，胃機能に対する物理的作
用の効果が注目されてきたが，胃直接加温の胃機能
におよぼす影響を観察し，さらに胃下垂症の治療法
として臨床的応用を試みた。
実験的には成犬を用い， 50度前後の温水を胃内パ
jレーン中に 30分"，-，60分濯流させ胃粘膜を直接加温
した。加温中，全身的には著変がみられず，胃内圧
曲線により，胃運動の允進を認めた。
加温後， 6週まで，胃液の量，酸度ともに増加し 
ており，また，胃粘膜組織所見により，加温の限界
は粘膜温度 45度以下であることを知った。
以上の実験より，胃加温法は胃分泌，運動機能を
允進させ，かっ全身的影響も無く，臨床的にも安全
に施行出来るものと考え，現在まで胃下垂症9例に
分の胃加温60分"，-，30度，44"，-43対し粘膜表面温度 
を実施した。 
加温中，軽度の体温上昇，胃部膨満感等をみるが，
特に副作用はなく，また加温前後の心電図，血液所 
見，肝，醇機能等にも異常を認めない。食欲不振，
便秘，胸やけ，膨満感，悪心等の臨床症状は大部分
軽快ないし消失し，また体重は 1例を除き，すべて 
の例で増加している。 胃液検査では 30分加温群で
分泌充進，60分加温群では抑制する傾向がみられる
が，試験液排地時間はともに短縮し，胃内容排出能
の増加を示している。
以上の事実より，本法は胃下垂症の治療法とし
て，外来でも容易に施行出来る点からも，価値ある
ものと考え，さらに症例を重ね，検討を続けるつも
りである。 
24. カラー・リ・スキャニングについての研究
大学院4年大川治夫
多くの臓器について RI面スキャニングは臨床的
に用いうる段階に達した。しかしなお感度，コント
ラスト等不十分な点が多く，対照度強調方式を必要 
とすることが多い。
ここに報告するのはシリコン太陽電池を用いた光
電式リスキャン法を発展させたカラーフォトリスキ
ャン法と Monochromeshort circuit T，V.法を
発展させた， Short Circuit Color T. V.法である。
これらはリスキャン像再生時にさらに対照度を強調
するために色彩別描写像を作る方法である。
カラーフォトリスキャン法においては，原図の白
黒の黒化度の変化を電気信号にかえ，これを色彩選
択信号に変換し，暗箱内にて光ビームと同期させて
移動させ，カラーフィ jレムあるいはカラーポラロイ
ドカメラを用いて撮影する。カラーポラロイドカメ
ラによる撮影法が完成し非常に簡便に行なえるよう
になった。
カラーテレビ法は撮像信号を 4段階に区別し， 4 
色の像としてカラーブラウン管上に受像する方法
で，非常に簡単に対照度を種々に変えてリスキャン
像の観察が行なえる。
l 脳，肺，肝，醇，骨髄等現段階においてスキャニ
ングのむつかしい臓器のスキャニング例において，
カラーリスキャン法の有用性を示した。
なおカラーフォトリスキャン法においては，原図
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の黒化度を半定量的に測定出来る点を利用してコパ
Jレト照射時のフィルム法による線量測定にこの方法
の応用出来ることを示した。
25.後部絹糸腺細胞における核酸代謝について
大学院4年小越章平
近年，発達のめざましい分子生物学は，複雑なタ
ンパク合成の機構を着々と明らかにしようとしてい
る。私は，タンパク合成の研究として幾多の利点を
もっているカイコの後部絹糸腺をタンパク合成のモ
デルとして利用し，特にその核酸代謝について研究
し，いくつかの知見を得たので報告する。
C14オロット酸を用いて，後部絹糸腺への取りこ
みを調べたが，タンパク合成のはじまる前は核に多
くとりこまれフ ミクロソーム画分にはとりこまれな
い。しかしタンパク合成がさかんになってくると，
次第にミクロソーム画分へとりこまれて来る。これ
を上清，小頼粒，大頼粒，核の 4画分に分画して，
そ，れぞれの画分へのとりこみの時間的経過をみる
と， 5令 6日自の絹糸腺の大頼粒画分は時間ととも
にとりこみの上昇がみられる。
このとりこみの本体を知るべく，全核酸の分析を
行なったが， 10%食塩による抽出法で，糸状で得ら
れる RNAの存在をみた。これはメチル化アルブミ
ンカラムでの溶出位置，ならびに糸状で得られると
いう点で， DNAによく似たものである。これは，
核および大頼粒画分のみに存在し，塩基組成は従来
とらえられている transferRNA，ribosomal RNA 
とは異なったものであり，多量用いて diphenyl-
amine反応を行なった場合(土〉に出るので， DNA 
の混在も認められる。いわゆる messengerRNA 
をかなり多量に含んでいるものと思われる。
26.交感神経節活動におよほす Succinylcholine
chlorideの効果
大学院4年田 紀克
交感神経節活動におよぼす Succinylcholine
chloride (SCh) の効果を，ネコを用い，血圧，瞬
膜，上頚交感神経節々後活動電位を記録することに
より検討した。
SCh lmgjkg以上を静注すると，節刺激薬DMPP
と同じように血圧上昇および瞬膜収縮を起こす。こ
れは SChの節および副腎髄質刺激作用による。すな
わち， SCh副腎動注で，静注時よりさらに著明な血
圧上昇および瞬膜収縮を起こし，上頚交感神経節動
注で，瞬膜反応および節後活動電位を増強し，その 
節刺激作用がうかがわれた。この SCh400μg節動
注による瞬膜反応の増強は節前線維5秒間電気刺激 
下，持続的電気刺激下，無刺激下いずれにおいても
みられ， SChを瞬膜側に動注するとこれらの反応は
抑制された。節前線維刺激による節後活動電位は潜
時の順に Sl，2，3，4，といわれる波形を示すが，そのう
ち最大振巾を示す S2電位は SCh400μg節動注によ
り振巾増大をきたす。さらに SChを頻回応用する
につれ振巾増大はみられなくなり，次第に抑制に傾
いた。また， SChは KCl坤経節動注による瞬膜収
縮を抑制する。 
以上の成績より， SChは交感神経節に対して脱分
極型の作用を示し，初期刺激作用があり，後には抑
制作用を示す。 
27.耳下腺線状部組織および腔骨々端軟骨組織変
性に関する組織化学的研究
大学院4年長尾孝一 
28. FRUKTO細胞の増殖と同調培養法
大学院4年横山健郎
晴乳動物細胞の同調培養法のなかで，細胞の実験
的生理的条件をもっとも保存した方法として採集法
が寺島らによってはじめて報告された。私は採集法
の改良を目的として分裂期細胞を採集する器械を考
察し FRUKTO細胞の同調培養を行なった。その結
果はこの方法の有効性と限界に言及するものであっ
た。 
FRUKTO細胞韓 22は果糖肉腫(滝沢)由来の紡
錘状の細胞で， 5%，仔牛血清加 N16SFで培養され
た。
分裂期細胞の採集には微細な衝撃発生器が工夫さ 
れた。 106個の細胞が培養されている 180ml角ビン 
に一定の衝撃を加えることによって母培養の 1，. 2
%の細胞が浮遊する。これらの 80%は分裂期細胞
と同定された。 
増殖曲線は， 0.4の同調度 (F)を持ち，またラン
ダム培養のシネマトグラフから得られた理論的同調
培養の増殖曲線とほぼ一致する。他方， 3H-4ミジン 
を用いたオートラジオグラフィーによって DNA合
成パターンを決定した。上の成績から求めた世代時
間および G1，S，G2+Mはそれぞれ 24.5時間， 6.4 
時間， 12.2時間および 5.9時間であって，ランダム
培養のそれらと一致した。
